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〈論文要 旨〉

　温室で 生 産す る 鉢花 の 生 産計画 問題 に つ い て
， 経済性 の 面か ら検討 し，不確定要素

に つ い て種種 の 優劣分 岐分析 を行 っ た ．検討の 対象 と して
， 君子 蘭をモ デ ル に し ， 生

産計画期間 を有限 と した ．開花率 を考慮 し
， 仕上 げ鉢の 大 きさを4．5 号か ら 7 号 の 範

囲で 互 い に排 反的な 関係 に ある複数 の 生 産計画案 を設定 し，
こ れ らの 案 の 選択 に あた

り種子 の 供給 に関す る複数の 方策 を立 て た．検 討す べ き項 目は
， （1）資本 コ ス トの 種子

の 供給の 仕方，（2）苗の 確保 ，（3）種子 の 購 入価格 と購 入 間隔，の 3項 目と した．結果

に つ い て ，（1）は標準利率 を考慮 し
， 種子費 C

、
と出荷価 格 α ，

に 関 して
， （2）は方策の 間

で 相違する 費用 に 着 目 し
， 歩留 ま り率 τ と苗費 CN に関 して ， （3）は 出荷価格 α 6 ，

　 a7 に

関 して ，それ ぞれ平 面上 の 領域 で 示 した ．検討で 得 られ た結 果 と して の 歩留 ま り率 τ，

開花率 ， 出荷価格 に関 して は
， 他 の 鉢花の 生産計画の 検討 に も応用 で きる と考える．
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1． は じ め に

　本稿 は
，
1戸 の 園芸農 家が

， 主幹生 産品 目の 副 品目 と して 家族の 労働力 の み で 温 室で 生

産 し出荷す る鉢花 の 生 産計画 に つ い て ，複数 の 代替案の 経済性 を検討す る．

　具体 的な検討 品 目と して 君子 蘭 を取 り上 げる． こ の 鉢花の 播種数に対す る発芽後の 生育

の 良好な 1 − 2葉の 幼苗 （以下 で 苗 と記す ）が得 られ る 比率 （以 下 で 歩留 ま り率 と記す ）

と開花率 ， 種苗 費お よび 出荷価 格は確 率的 に も未知 な要 因 とす る ． また 生産開始か ら出荷

終了 まで の 1生 産期 間の 長 さ に対 し資本 コ ス トの 標準利率 を考慮 し， 生 産計画 を立 て る に

あ た り， （1）種 子 の 供 給 （種子 の 自給 あ る い は購 入お よび 種子 の 購 入 間隔） と標準 利率 ，

（2）苗の 確 保 と種子 費 ， （3）出荷価 格 ，
の 3 つ の 項 目に つ い て 検討す る ．検討に あた り， 中

村 ・山口 ［61 に よる利益図表を活用 した安全性の 分析 ， 伏見 ・野 々 村 ［2］に よ る戦略的投

資計画の 感度分析お よ び優劣 分岐 文節 の 応用事例 に つ い て
， 伏見 ［2］千住 ［7］， 千住 伏見

［81， 千住 ・山陰 ［9］を
，

おの お の 参考 に した ，鉢花 を題 材 に した 生 産計画問題 の 検討 に つ

い て は ， 丸 山 ［41， ［5ユが あ り， 前者は シ ャ コ （葉）サ ボ テ ン を題材 に生産期 間の 長 さ を考

慮 し， 標 準利率 と出荷価格 に 関 し
， 後者 は シ ク ラ メ ン の 生 産で

， 生産期 間中の 苗の 損失 を

考慮 した 場合お よ び作図 に よる簡便な利益 の 算出 に つ い て の
， お の お の の 検討が あ る．

　君子蘭の 生産 に つ い て は 阿部他編 ［11鶴 島 ［101が あ り，
こ の 鉢花 を生産 して い る 富 山県

内 の 園芸農家の 生 産 状 況 を参考 に した ．参考 農家 で は
，

シ ク ラ メ ン
，

野 菜苗お よ び 稲作 を

主幹 品 目 と し，
こ れ ら の 主幹 品 目の 生 産の 合間 に副品 目 と して 君子 蘭お よ び他 の 鉢花 ， 花

苗 お よび野菜 を生 産 し生計 を立 て て い る ． こ の 農家で 君子 蘭 は，温室 内で 2段 に 設 置 した

下 段 の 棚 （以下 で 棚下 と記す） で 生産 し， 花芽 を付 けた 頃に上段 の 棚 （以下で 棚 上 と記す）

で 生 産 し
， 開花 の 後 3 月 に 出荷 して い る．播種後発芽 す る稚 苗数は播 種数 1袋 （100 （粒））

あた り85 （本）か ら 90 （本）で あ る
， 発 芽後の 苗は ，総苗数に対 しその 90 ％ は 同 じ早 さ

で 生 育 し
， 残 り 10％ は 生 育 が 1 年遅 れ る ．花芽 を付 けた 頃 の 棚 上 の 利用 状況 は

，
シ ク ラ

メ ン の 出 荷が 終 わ る 時期 （1 月末）で棚 上 に空 きが 出 る．棚 下 は 主 に 君 子蘭の 生 産に使用

し， 他 に シ ャ コ （葉）サ ボ テ ン の 親鉢 を生産 して い る ．調査 を始 め た 昭和 50 年当時 は 年

間お よそ 500 鉢 の 生 産 に
， 年あ た り 10 日の 作 業 日数が 充 て られ て い た ，平成 6 年現 在 ，

こ の 鉢花は
， 全 て 注文 した顧客お よ び 直接生産者の 温室 まで 買い に くる 顧客に 対 し庭先で

販 売 して い る ．出荷す る仕上 げ鉢の 大 きさは主 に 6 号鉢 と 7 号鉢で
，

こ の 鉢花の 生産 は現

在 も継続 して い る ．

　 本稿 で は ，君子蘭の 生 産計画 の 検討 に 2 つ 以 上 の 複数の 代 替案が提 案 され た と き， こ れ

ら複数の 案の 中か ら
， 経 済性 の 観点か ら よ り有利 な案 の 選択 に つ い て 検討 する ．検討 に あ
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た り，不確実な要素 に つ い て の 感度 分析 と して 優劣分 岐分 析 を用 い る．

2 ． 君子 蘭の 生産様式 と問題 の 前提

　生 産 に つ い て は
， 種子 （あ る い は苗 ），用 土 ，肥 料 ，栽培箱 お よ び鉢 の 発注 （発注 日は

10 月 1 日と仮定 ）か ら，播種 ・移植 ・開花 お よび 出荷 まで の 生産過程 が あ り，図 1 に示 す

とお りで ある． 図 1で 苗は 国 内の 種苗会社 か らの 購 入 と し種子 は国内の 種苗会社か らの 購

入 と 自家株 に よ る 自給 とす る．播種 は 1 月中旬 （1 月 16 日 と仮定）に 栽培箱に 行 う．播種

後 30 〜 40 日で 発 芽 した 苗あ る い は購 入 した 苗 （購入 した苗 の 植 え付 け 日 は 3 月 16 日 と

仮定） は
， 次 年 の 5 月初 め か ら 5 月末 まで の 1 カ 月 間に 3 号鉢 に 移植 す る． 3 号鉢 に移 植

後，次 年 の 5 月 中旬か ら 6 月中旬 の 1 カ 月間 に よ り大 きい 4．5 号鉢 に移植 す る。4．5号 鉢

に 移植 した個体で 次 年の 年初 め に 花芽 を付 け出荷 を計画 した個体 は
， 同年の 2月中旬 に棚

上 に上 げ開花 を促進させ る． 開花 した個体は 同年の 3 月初め か ら4 月初め （3 月 15 日 と仮

定）に か けて 出荷す る ．開花 しなか っ た苗は
， 同年の 5 月中旬か ら 6 月末に か けて よ り大

きい 6 号鉢 に 移植 す る． 6 号鉢 に移植 した 個体で 次 年の 年初 め に 花 芽 をつ けた 個体 は
， 開

花 の 後 同 年の 3 月 初旬か ら 4 月 初 め （3 月 15 日 と仮定） に 出荷す る ．開花 し なか っ た個体

は ，同年 の 5 月中旬か ら 6 月末 に か けて 7 号鉢 に 移植 し ， 次年 の 3 月初旬 か ら 4 月 初 め （3

月 15 日 と仮定） に 出荷す る ． こ の 鉢花 は
一

度開花 した 個体 は 次年 も開花す る 。

　播種あ る い は購 入 した苗 の 植 え付けか ら よ り大 きい 鉢へ の 移植 ， さ ら に 開花お よ び 出荷

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 度

（〉一一一一一一一一

発注

は種 　　 　購入 した苗の 植 え付 け

一 一

　　　　　　　　　移植 1（3？鉢）

一 一

　　　　　　　　　　移植 2 （4．5号鉢）
一 一一一一

［｝
一一

｛］
一一一

くγへ＿O −一一 一

　　 出荷 C4．5号鉢）　 移植 3 （6号鉢 ）
一一一一一一一

［コト
ー一

匸 ト
ー一一

〇
（
一

　　 出荷 （6号鉢 ）　　 移植 4 （7号鉢）
一一一一一

〇
一一

｛コ
　　 出荷 （7号鉢）

　　 　　　　 　　　 図 1　 君子蘭 の 生産様式

’
初年度

：2年度

：3年 度

：4年度

：5年度

：6年度

：7年度

（播種あ るい は購入 した苗の 植え付 けか ら始め る場 合 ・O 印 ：用 土，肥料，栽 培箱，鉢，種，苗の，おの お の の 発 注 を示す ）
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　終 了 まで の 生産期 間 を ，
こ の 鉢花 の 1 生産期 間 とす る ．

　　問題 の 定式化の た め に
，

以 下 の 前提条件 を設 定す る ．

　 （1）発 芽後の 苗の 生育の 早 さに個体差 は な い もの と仮定 し， 発芽 か ら 3年 目以後出荷 ま

　　　で毎年 5 月中旬か ら 6 月中旬 に よ り大 きな鉢 に移植 を行 うもの とす る． こ の と き複

　　　数 回の 移植 に よ り，
1鉢 あた りの 個体 の 占有面積 は よ り拡大 して い くもの とす る．

　 （2）出荷 は全 て 開花 した個体 とす る 。開花 は 人為的 に コ ン ト ロ ール で きな い もの とす

　　　る ．一度開花 した 個体は ， 次年以 後 も確実 に 開花す る もの とし ， 前提（1）よ り ， 播

　　　種以 後生 産 を続 け ，
7 号鉢 に 移植 した個体 は確実 に 開花 し出荷す る もの とす る ．

　 （3）同
一

の 大 きさの 出 荷鉢 （鉢植 えの 開花 した個 体）の 価 格 は ，生 育状 態の い か ん に

　　 　かか わ らず
一

定 とする ．

　 （4）費用 は
，

生 産計画 ある い は 方策 が 変 わ る こ とに よ り変化す る費用の み を対象 と し，

　　　国内 の 種苗会社よ り種子 ある い は 苗を購 入 す る場合の 種子 費 （円／粒 ）ある い は苗

　　　費 （円／本）， 用 土 費 （円 〃 ）， 肥料 費 （円〃 ）， 仮 植 （償却 ）用栽培箱 お よび消

　　　耗 （出 荷）用 と仮植 （償却）用 の 鉢 の 費用 （円 ／個 ） とす る．用 土 と肥 料 は
， 苗 の

　　　3号鉢 へ の 移植 ， さ ら に よ り容 量の 大 きい 鉢 へ の 移植の 場合 に の み鉢の 容量 の 増加

　　　に 応 じて 追加す る ，用土 費 と肥料 費 は
，

こ れ ら用 土 と肥料 の 追 加分 に よ る追加 費

　　 　用 の 総和 とす る ．

　 （5）毎年
一

定量 を永続 的 に生 産する もの とす る ．

　 （6）需要 は
，

出荷量 に対 して
，

十 分に あ る もの とす る ．出 荷 は期末 と し
， 費用 は期首

　　　に，収入 は期末に，お の お の 発 生 す る もの と仮定す る．

　生産 にあ た り， 購入 を必 要 とす る 用土 ， 肥 料，栽培箱 ，鉢お よび 種子，苗は ，共 に 生

産 を開始 す る 前 にあ らか じめ 発注 し ， 生 産開始時 お よ び生 産期 間中の 作業 日程 に 間合 わ

せ ，使用で きる状態に ある もの とする．

　播種か ら 6 号鉢仕上 げ まで の 生 産期問中の
， 各開花期 に お け る開花率が 不確実 な状 況

の 下 で， 出荷鉢 の 大 きさは 4．5 号 ， 6 号お よ び 7 号 とす る ． こ の と き出荷鉢 の 大 きさに 対

し毎年
一

定の 棚面 積 を使用 し，開花率に対 し毎年等量 つ つ 生 産 を続 け る と き，安 定 した

生産状 況下 で
， 生産計 画期 間 丁 を有限 と し ，

こ の 期 間 中 の 年あ た りの 利益 を最大 に す る

生 産計画案 （以 下 で 案 と記 す ）の 選択 に つ い て 検討 す る ．以 下 で 発 芽後の 苗 は
， 出荷 ま

で の 生産期間中 ， 病害虫に よ る損失が 0 の 場合 に つ い て 検討す る．収集 した資料 をもと

に表 1 の 数 値 を作成 し， 以下 の 検 討 に適用 す る ．表 1 の 数値は
， 昭和 50 年 と平成 2 年お

よび平成 6 年 に 生 産者 か ら，お の お の 提供 して い た だ い た資料 をもと に して い る ．
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3． 方策 と費用

3．1　方策

　2．の 前 提（4）に対 し， 生産す る 品種 を もとに互 い に排 反 的な関係 にあ る 4 つ の 方策 と費

用 を，以 下 に定め る ．

　 1．種子 を 自家株 か ら採 取 （自給 ） し生 産 す る ．総 費用 （円） を C
。、

とお き， 用 土 費

　　　 （円），肥 料費 （円），栽培 箱の 償 却費（円／年 ）お よび鉢 費 （円〉の 和 とす る ．

　 2．b，品 種 の 種子 を購入 し生 産す る ．総 費用 （円）をC 。、 とお き，
　 b、 品種 の 種子 費 （円）

　　　用 土費 （円）， 肥料費 （円〉， 栽培箱の 償却費 （円／年）お よび鉢費 （円）の 和 とす

　 　 　 る ．

　 3．a 品種 の 種子 を購入 し生 産す る ．総費用 （円） を C
。、

とお き
，
　 a 品種 の 種子 費 （円），

　　　用 土 費 （円），肥 料 費 （円 ），栽培箱の 償 却費 （円 ！年）お よび鉢 費 （円 ）の 和 と す

　 　 　 る ．

　 4，b、品種の 種子を購 入 し生産す る．総費用 （円）をC ，、
とお き，

　 b， 品種の 種子費 （円），

　　　用土 費 （円），肥料費 （円），栽培箱の 償却費 （円1年）お よび鉢費 （円）の 和 とす

　 　 　 る ．

3．2 　1鉢 あた りの 費用

　種子 を購 入 す る場合の 種子 費 （円）は ， 歩留 ま り率 τ （0 ≦ τ ≦ 1．0）を考慮 した種子 の購

入 量 （粒） と購入 単価 （円／粒）の 積で 与える ．次に君子蘭の 生産に使用す る 用土 と肥料

の 購入状 況 を表 2 に 示す ．仕上 げ鉢 1鉢 あ た りの 用土 費 （円） と肥料 費 （円）は
， 容量 が

12 で 直径が 13．5cm の 容器 で ある 4．5号鉢 を基準 に用 土 と肥 料の 必 要量 とこ の ときの 費用

を算出 し ， 仕上 げ鉢 が 6号お よ び 7号 に つ い て は
，

こ れ らの 鉢 の 容 量（の に比例 す る もの

とす る ．は じめ に用土 は
， 田土 ，

ピー トモ ス お よび腐葉土 を混合 した もの を使用す る と し
，

こ の 場合の 1 鉢の 使用量 に対 し ，
2 ： 1 ： 1 の 割合で 混合す る もの とする ． 田土 は 1t （ト

ン ）を 40 立方 フ ィ
ー ト（1．13267   ）と した と き，

10七車 に よ る 田土 の 運搬量 を 1．13267 ×

104（の とす る．肥料費 に つ い て ，肥 料 の 購 入状 況 と 4．5号 鉢 1鉢 あ た りの 肥 料 の 必 要量 を

表 2 に定め る．鉢 費に つ い て ，2．の 前提（4）に対 し， 4．5 号鉢あ るい は 6号鉢 に移植 した個

体が 開花 し出荷す る場合 ， 移植 に用 い た こ れ らの 鉢 は
， 定植鉢 と して 出荷す る もの とす る ．

こ の と き4．5号鉢仕上 げに 対する 鉢費 （円）は
，
3号鉢の 償却費 と出荷鉢の 4．5 号鉢の 鉢

費の 和 となる ． また播種 に使用す る 栽培箱の 1 粒あ た りの 償 却費は
，
1箱 あた りの 播種数

を 150 （粒 〉 と して 算 出す る もの とする ． こ の と き仕上 げ鉢の 大 き さが 4．5 号 ，6 号 お よ
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び 7号 につ い て
，
1鉢 あた りの 用 t 費 （円）， 肥料 費 （円），鉢費 （円）を表 3 に示す ，品

種別 の 種子費 ある い は苗費 は，平成 2 年に 国内種苗 会社 2 社 か ら提 供 して い た だ い た資料

を もとに 表 3 に 示す．

　3．1 の 4 つ の 方策に対 し ， 表 1 ， 表 3 よ り， 仕上 げ鉢 1鉢あた りの 費用 を，表 4 に 示す．

表 1 数値

S　 10 s7 ：0．165 d6 ：2．5 c45 ：18 Cb ：3．5764N7 ：5．5

s3 ：0．0165 d
  ：0．09 d7 ：4．0 c6 ：42 α 45 ：500 ns ：3

s45 ： 0．0413d3 ：0．3 Co ：450 c7 ：65 N4．5 ：3．5

s6 ：0．0826 d45 ： 1．0 c3 ： 2．20 c 　 9，0152
y　
’ N6 ：4．5

S ：棚下 使用棚面積 （m
’1年〉， s3

，
s。、 ，

s6
，
s ， ： 3 号，4．5号，6 号，7 号の ，各鉢に 植 え付け た 個体 の 使用棚面積

（mL
’
X個），　 d，，，

d45，d， ，
d7 ： 3 号，4．5 号，6 弓，7号の，各鉢 の 容量 〔eノ個），　 c 。，c ，， c4 ，， ，cs ，c 、

：栽培箱 の 購 入費

（円 ／個），3 号鉢，4．5 号鉢，6 号鉢，7 号鉢 の ，各鉢費 （円 ノ個），Cy ，CI、：用土費 （円 〃 ｝ と肥料費 （円〃 ），　 N

4 、，Ne ，N ，
：4．5 号，6 号 お よ び 7 号の ，各仕 ヒげ 鉢 の fi・産 期 間 （年），α 、，： 4．5 号鉢仕 上 げ の 出 荷価 格 （円 〆個），

ns ：栽培箱 と償却用 鉢 の 耐用年 数 （年 ）．

3． 3　生産量

　播種 に必 要な棚面 積 （播種面積（m り）は ，播種数に対 し僅小 な の で ，播種面積は考察か

ら除 くもの とす る． さ らに 3 号鉢 か ら 7 号鉢仕 ヒげ まで の 生 産期 間 中 に花芽 を付け 出荷 を

計画 した個体 の み ，2 月中旬 に棚上 で 開花 を促 進 し3 月中旬 に出荷 する もの とす る ．鉢 の

大 きさ m1 （m1 ＝ 3
，
4．5

，
6

，
7）に よる棚 の 使用面積 を Sm

、 （  ／個），4．5号鉢 と 7号鉢に移植

した個 体の 出荷率 を p、 、，p，
とお く．い ま 2．の 前提（5）よ り， 播種後棚下 で 生産 を続け ， 3

号鉢へ の 移植か ら移植 した 7号鉢 を棚上 に上 げる 直前 まで の 1生 産期 間 あた りの 生産量 x

（個 ／年） とこ の と きの 棚 下 の 使用面 積 S （  ／年）の 関係 を（1）式に 示す ．

　　s3x ＋ s45x ＋ s6 （1 − P4．5 ）x ＋ s7P7x ＝ S 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　（1）式 に表 1 の 数値 を適用 し， （2）式 を得る ．

　 　 　 　 　 　 606 ．0606
　 　 X ＝　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　（2）
　　　　 p7 − 0．5p4 ．s ＋ 0．85
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表 2 　用土 と肥料の 購入費お よび肥料 の使用量

用　 土 購 　入　費 肥 　 料 購 　 入 　 費 使 用 量

田　　土

ピートモ ス

腐 葉 土

15
，
000（円）！10（t）

4，500（円）！370（61袋）

　 850（円）！ 40（臼袋）

油 カ ス

骨 　 　粉

化成肥料

マ グアンプK

1
，
100（円）／20（kg1袋）

1
，
650（円）／20（kg！袋）

2
，
200（円）／20（kg1袋）

13
，
800（円）／22（kg／袋）

3（9／4 ．5号鉢）

2（9／4．5 号鉢）

1（9／4．5号鉢）

5（9／4．5号鉢）

表 3 仕上 げ鉢 1鉢あ た りの 費用

表 4 　方策 と費用

方策 と仕上 げ鉢1鉢 あた りの 費用（円）仕上 げ 鉢
の 大 きさ 1 2 3 4

4．5 号鉢

6 号鉢

7 号鉢

32．3249

812123

137．0997

94．8249

143．7123

199，5997

113．5749

162．4623

218。3497

194．8249

243．7123

299．5997
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4。 案の 優劣

　収入 は 出荷量 （個 ）と出荷価格 （円／個）の 積 と し
， 総 費用 は 2．の 前提（4）に 対 し

，
1 鉢

あた りの 総費用 （円 ／個）と生 産量 （個 ）の 積で 与 え る とす る ．利益 は 収入 と総費用 の 差

で 与 える とす る ． こ の と き生産計 画期 間 T で 得 られ る総収 入 と総 費用の 差 を総 利益 RT と

お き， さら に総利益 R
，
を年平均利益 R に 置 き換 え ， 出荷価 格 α6 ，

α
，， 種子費 Cs

， 苗費 CN， 歩

留 ま り率 τ（0 ＜ τ ≦ 1．0）お よび 出荷 量 X （生 産量 と出荷率 の 積で 与 え る ） を変数 とす る 目

的関数 と して （3）式に示す．次 に鉢の 大 きさが m （m ＝ 4．5
，
6

，
7）の 開花率 qm に対 し出荷率

Pm に 関す る制約条件 を（4）式 に示 す ．（4）式 は
，
2，の 前提（2）よ り， 出荷率 p、、，

　p，，
　p ，

はお の

お の 開花率 q 、 ，，q 、 ，
　q ，

の 範囲で 設 定 しか つ 出荷す る仕上 げ鉢 の 大 きさ は 4．5 号 ，6号 お よび

7 号 で あ る こ とを示す．

　　 MAX ：R ＝ R （α 6 ，
α 7 ，

　C
。 ，
　CN

，
τ

，
X ）　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）

　制約条件 ；

　　　　　0 ≦ P4．5 ≦ q45

　　　　　 0 ≦ P6 ≦ q6

　　　　　0 ≦ P7 ≦ q7

　　　　　P、，
＋ P、

＋ P，
＝ ・LO 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4）

　　　　　 0 ≦ q45＜　1．0

　　　 　　 0 〈 q6く　1．O

　　　　　 q7＝ 1．0

　は じめ に 生産 に 必 要 な種 子 （ある い は 苗）， 用 土 ， 肥 料，栽培箱お よ び鉢 に対 し
，
1 生

産期 間あた りの
， 仕上 げ鉢 の 大 きさが m の 総 費用 を CmT （円 ／個），出 荷価格 （円／個） を

α m お よ び生 産期間 （年）を Nm とお く． こ の と き以 下 で
， 経 済性 に 関 して 最 有利 とな る方

策 と案お よ び こ の と きの 条件 に つ い て 検討す る ．

　（3）式 の 生 産計 画期 間 T （年）あ た りの 年平均利益 R（円 ）に つ い て ，以 下 で 1生 産期間の

長 さを生 産計画期間 T とお き，生 産は 1 回の み とす る場合 を（5）式 に 定め る ．

　R ＝ ［｛α 45 × ［S → P ］（i，
N ，．， ）− C4．ST ｝P45x

　　　 ＋ ｛α 6
× ［S → P1 （i，

N6 ）− C6T ｝P6x

　　　 ＋ ｛α 7X ［S → P ］（i，
N7 ）− C7T ｝p7x ］× ［P → Ml （i，

T ）　 　 　 　 　 　 　 　 （5）

　（5）式 お よび以 下 の 式 で
， ［S − P ］（i，

七）， ［P → M ］（i，
t）は ，

　 iを標準利率（％），
　t を年数

（年） とす る現価 係数 と資本 回収係 数 を表 し， 以下 の よ うに定義す る．

　　［・一 ・ 】（i’
・）一

、、1、）
，

… − M ］（i’ …
、一（f． 、F
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4．1　方策 に対 す る案の優 劣

　3．1 の 4 つ の 方策 に対 し
，
2．の 前 提（5）の 下 で

， 開花 した個 体か ら順次 出荷 して い く案 と

開花 した 個体を 7号鉢 に仕 上 げた後 出荷 す る案の
， 2 つ の 排反 な 関係 に あ る案を設定 し ，

こ れ ら 2 つ の 案を経済性の 面か ら比較する．

　第 1案 ：出荷 は 4，5号 ， 6号 お よ び 7号の
， おの お の の 大 きさの 仕上 げ鉢 とす る ．

　　　　　出荷率は ，p45 ＝ q4 ， ，
　 p6 ＝ q ，

＿q4 ，，
　 p7 ＝ q7 ＿q 、

．

　第 ∬案 ：出荷は 7号鉢仕上 げの み とす る．出荷率は ，p ，
＝ 1．0．

　検討 に あた り ， 生 産計 画期 間T （年）は 1生産期 間の 長 さN （年）で 与 え ， か つ こ の 期

間に生 産は 1 回の み行 うとする ．（5）式で ，3．の 方策に 対す る種子費 Cs （円！粒） と出荷

α 7

α6

α4、5

0123

．54 ．55 ，5

CT

（a）第 1 案 の 場合

t

α 7 α 7 α 7 α 7 α 7 α 7

0　 1　 2　 3　4　 5

T　　T

　 　 5．5　 　 7．5　 　 9．5
　 　　　 6．5　 　　　　 　　　 8．5　 　　　　 　　　 　　　　 10，5
TCT

t

　 　 　 CTN 　　 CTN

　　　　 （b）第 1案の 場合（n ＝ 3
，
N ＝10．5の 場合）

図 2 　キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

2263 ．7509

2217．2578

出
荷
価
格
a7 　 2000

甫
ノ

璽

100

里。 ，
． 2263 ，75。9 ．、．8249c 、 （i ． 3％ の 場合）

（1）
＼ 、　 a7 　＝ 　2217 ．257S − 1．6390 　Cs （i≡ 1％ の 場 合）

＼

x
（2）

　
、

＼ （3）
　 　 　 K 、
（2）　　　

＼ 、
　 　 （3）　　

、
＼

＼ 、　 （4）
　

Hx

　 （4）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　　　　　　　　　　 50　　65　　　　　　　100 　　　　　130

　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　 種子 費Cs （円f粒）

　　　　　　　　 図 3　種 子費 C 、 と出荷価格 α ，
に 関 する案の優 劣

（（ ）内 の 数字 は 方策を表わ す．τ ＝0．8 の 場合，第 1案 ：p4　s ＝ O．2
，
　ps　＝ 　O．6

，p7 ニO．2
，
α 6 ＝1

，
000 の 場合〉
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P710P4

08
P3

0．6
△

0，4

0．2P1P2

0P5 P6

00 、20 ，40 ．60 ．81 ，0P4
ゐ

（a ）実行可能領域 △

4，
Ba．

　 　 　 　 　 　 　 2e　　　　　　　　　　 ？お fi095m ’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　年平均棚上 使用而 積SK　｛m
“
）

　　 （b）年平均棚上使 用面積 SK と年平均利益RK

　　　（点 A
、

〜点eg：α
，
　＝ 　2，000，α

7
＝4，500 の 場 合，

　　　 点B
ユ

〜点B6 ：α 6
＝ 1，500，　a7 ＝4 ，500 の 場 合）

図 4　実行可 能領域 と利益

を生産計 画期 間の 期 末 まで 持 ち越 した と きの 出荷 価格 α ， （円／個 ）を外生 変数 と し ，
こ れ

らの 外 生 変数 に 数値 を与 える こ と に よ り年平均 利益 R （内生 変数） が定 まる とす る。い ま

第 K1 （K1 ＝ 1
，
　 H ）案 に よる年平均 利益 を RK

、 （円） とお く．他方仕上 げ鉢 1鉢あた りの

総 費用 （円）Cm
，
は

， 方策 J （J ＝ 1
，

…
，
4）に対 し CmT

、
とお き， さ らに 生 産 計画期 間 中の 総費

用 （円）を C
， 、

とお く． こ の と き総費 用 C
， 、

は 各仕上 げ鉢 の 大 きさ別 の 費用 の 和 （C 、、 T」

＊ p 、、
x ＋ C

， T 、 p 、
x ＋ C

， T 、p ，
x ）で 与 え る． い ま第 1案に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ーを図 2（a ）に

示す． い ま（5）式 で
， 標準利 率 i（％）の 値 に 対 しお の お の 表 1，表 3 の 数値 を適用 し，3．1の

4 つ の 方策 に 対 し
， 各方策 ご とに 個別 に 第 1案 と第 II案 の 生 産 計画 期 間 中 の 年平 均利 益 を

求 め る ．次 に こ れ ら 2 つ の 案 に よ る年平均利益 を求め ， こ れ らの 利益 が 等 しい と きの 7 号

鉢仕上 げの 出荷価格 を az 、 とお くと き， 出荷価格 α，．　B は 2 つ の 案 に関す る 優劣分 岐点価格

を表す ．以 下 で 種子費 C ，と優劣分岐点価格に 関 して
， 図 3 に 優劣 分岐線 と して 示す ．図 3

で
， 種子 費Csが 0 ≦ C ，

≦ 130 の 範 囲で か つ 標準利率 が 1％ 以 上 の と き ， 種 子 を 自給 す る

場 合 に 出荷 価 格 α ， が 2，200 円以下 の と きR 、
＞ R

， を得 ， さ ら に種子 を購 入す る 場合 ， 種子

費 Cs に 対 し出荷価格 α7が α ，
＜ 2，217 ．2578 − 1．639 　Cs の と き，

　 RI ＞ R
，
を得 ，

お の お の の

方策に対 し第 1案が 経済性 の 面 で有利 となる こ とが わかる ．

4 ． 2　案の 設定

4．1 に 関 して ， こ の 鉢花 の 開花率 に 対 し ， 出荷率の 面 か ら さ らに 検討す る．

以下 で
， （4）式の 制約条件式 を もとに ， 互 い に排 反的 な関係 にあ る 4 つ の 案 を設定す る ．
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　第 1案 ： 6 号鉢 と 7号鉢に仕上 げて 出荷す る．出荷率 は
， p 、

＝ q ， ， p ，
＝ q ，

− q 、
．

　第 2 案 ：4，5号鉢，6号鉢 お よ び 7号鉢 にお の お の 仕上 げて 出荷す る。

　　　　　出荷率 は， p 、，
＝ q 、， ， p ，

＝ q6 − q 、 5 ， p7 ＝ q7 ＿q6 ．

　第 3 案 ：4．5 号鉢 と 7号鉢 に仕上 げ て 出荷す る ．

　　　　　出荷率 は ， P　4．5 ＝ q4．5 ，P7 ＝ q7 − q4．5 ．

　第 4 案 ：全 て 7 号鉢に 仕上 げて 出荷す る．出荷率は
， p ，

＝ q ， ．

　い ま開花率 q45 ， q 、 ， q ，
が お の お の o．2

，
0．8

，
1．o の と きの 出荷率 p 、， ， p，

に 関す る制約領

域 を図 4（a ）に示す （△ の 部分）。図 4（a ）で 点 P 、

〜点 P
、
は 第 1案 〜第4案 に対応 す る．

　

年
平

均
利
益

RK　

芳
巴

嚇 合

苒

費
 
〔
円、’
本〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（a ）年平均棚上使用面積SK と年平均利益RK （Cs ＝ 130，　　　　　　　　 （b）T − C 。 平面

　　 CN ＝ 200，α 6＝ 2，000 ，
α 7＝ 2，500 ，

　i＝ 1％ の 場 合）

　　　　　　　　　　　　　図 5　苗の 確保 と 2 つ の 方策 の 優劣

　 は じめ に 実行可 能領域 △ に対 し，（3）式で第K 案 に よ る年平均利益 （円） （以 下で 利益 と

記 す ）を R
。（k ＝ 1

，

…
，
4）とお く． また 第 K 案 に よ る 1生 産期 間あ た りの 年平均棚 上使 用面積

（  ）（以 ドで 棚 面 積 と記す） をSK とお き， 4 つ の 案 に よ る棚面積 S。 と利益 R 。 の 関係 を調

べ る ．

　 い ま 3。1で 方策 1 の 場合 に つ い て
， 出荷価 格 α

、，
α

，
に 数値 を与え ， さらに表 1

， 表 4 の 数

値 を適用 した場 合 を， 図 4（b）の S。
− R 。 平面 上 の 頂 点（SK，

　RK）で 示 す ．図 4（b）で 四角形の

頂点 A
、

〜頂 点 A
、 お よ び頂点 B 、

〜頂 点 B 、
は

， 出荷率 p、， ，p，
の 値 を図 4（a ）の 端点P 、

〜端点

P
、
で 与 えた場 合 を示す ． また 図 4（a ）の 端点 P

、，
P

，
は

，
4．5 号あ る い は 6号 の 各仕上 げ鉢 で

100 ％ 出荷で きる 場合 を示 し， こ の と きの 1生 産期 間あた りの 棚面積 SK と利益 R
。
の 関係

を図 4（b）の 頂点A
、 ，
A ，， お よ び頂点 B

， ，
B

，
で 示す．図 4 は

， 鉢の 大 きさが よ り小 （4 ．5 号あ
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る い は 6 号）の 時点で IOO9。 の 開花率が得 られ る よ うな品種が 出現 した とき， 最 大 （ある

い は最小）の 利益 が 得 られ る こ とを示す．

4．3　方策 の優 劣 と τ 一CN 平面

　生 産 に あた り， 外部 か ら改良品種 あ る い は新品種 を導 入す る場 合の
， 播種数 に 対す る苗

数の 確保 に 関す る経済的 な決定に つ い て
，
5．1の 4 つ の 案 を対 象に検討 す る，

　歩留 ま り率 τ の 実現値が 未知 で あ る こ とに対 し ，
こ こ で は種子 を購入 す る方策 （以下 で

方策 A とす る） と苗 を確 実 に得 る方策 と して
， 種苗 会社 よ り苗 を購 入す る方策 （以 下で 方

策 B とす る）を設定 し
，

こ れ ら 2 つ の 方策 の 経 済的 な決定に つ い て 検討 する ． こ の と き生

産す る 品種 は
，
2 つ の 方 策で 同 じb， 品種 とす る ．生 産計画期 間 T は 4 つ の 案 で 共 に 1 生産

期 間の 長 さと し
，

生 産 は 1 回の み とす る ． い ま
， 方策 A に 対 し歩留 ま り率 τ の 値 とこ の と

きの 種子 の 購 入量 を定め ， 方策 B に 対 し苗 費CN に 数値 を与える． こ の と き方策 B に 対 し，

（5）式 の 利益式で 種子費は苗費 （苗 の 購入量 （本） と購入単価 （円／本）の 積で 与える ）に

置 き換え
， 表 1

， 表 3 の 数値 を適用す る ．結果 は
， 方策 A

，
B に 対 し

， 第 K 案に よる棚面積

SKと利益 RK の 関係 を図 5（a ）に示す． 図 5（a ）で方策 B に よ る 4 つ の 案 に 関する棚面 積 S。 と

利益 RK の 関係 を四 角形 B
、
B

、
B

，
B

、
の 端点で 表す ． こ の ときこ の 四 角形で 示 した棚面積

に対する利益の 大 きさは
， 方策 B に 対 し

， 経済性 の 面 か ら
， 苗の 確保 に 方策 A を選択すべ

きか否か の 分岐点を表す．以下 で
，

こ の と きの 分岐点を求め る ．

　い ま（5）式 に対 し，2 つ の 方 策で 相 違 す る 要 因 は
， 方策 A で は播 種 数に 対 す る種子 費で

あ り， 方策 B で は苗 費で あ る． 2 つ の 方 策で 利益 RK が等 し くなる場合 は
， 歩留 ま り率 τ

の 値 が種子 費に対す る 苗費の 比 に等 しい 場合 で ，
こ の と きの 歩留 ま り率 τ の 値は表 3 の 数

値 を適 用 し 0．65 を得 る ． い ま（5）式 で 歩留 ま り率 τ と苗費 CN を外 生変数 と し， 2 つ の 方策

に よる利益 RK が等 しい 場合の 優劣分岐線を ， 苗費C
。
を歩留 ま り率 τ の 関数 と して 図 5（b）

に示 す． 図 5（b）で ，
R

。，
　R

。
は

， 第 K 案に対 し
， 方策 A

， 方策 B に よ る利益 をお の お の 表

す ．図 5（b）よ り，歩留 ま り率 τ が o，8 に 対 し，種 子 を購入 す る方策 A が 有利 とな る 条件 は

苗費が 163円以上 の 場 合 で あ り， 歩留 ま り率 τ に対 し，苗費 C 。 が C
。
＞ 130／τ の と きで あ

る こ とが わ かる ．

　発芽後の 生育の 良好な苗が得 られ る比率が 未知の 新品種ある い は 改良品種を外部か ら生

産 に取 り入 れ る に あた り， 確実 に計画 した苗数が得 られ る場合を もとに 導 き出した優劣分

岐線は ，種子 を購 入 する 場合 の 判 断 に有用 と考 える ．

4．4　購 入 する品種の 種子費 と案の優劣

　4．3の 検討結果 を考慮 し ，
こ こ で は 生 産計画期 聞 中は種子 の 自給 あ る い は （外 部か らの
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新品種あ る い は 改良品種 を含 む）種子 の 購入 に よ り， こ の 期 間中の 生 産 を安定 した状 態で

維持 して い くとす る ．以下 で 生産計画期間 T に対 し，
n 年（n ＜ T ）に 1 回種子 を購入 する と

した と きの
， 利益 RK が 最 大 に な る条件 に つ い て 検討 す る ，検討 に あた り， 種子 の 購入間

隔 n に対 し購入す る 種子 の 品種 は b、 かあ る い は b 、
の い ず れかの 場 合 と し，4．2 の 4 つ の 案

に 対 し
， 標準利率 i（％）と歩留 ま り率 τ は ， 生 産計 画期 間 中

一
定 とす る． い ま種子 の 購 入間

隔 n が 3（年 ）で 第 1案の 場合の キ ャ ッ シ ュ フ ロ ーを図 2（b）に示す ．図 2（b）の 1生 産期 間あ

た りの 総 費用 （円／個） は
， 種子 費を含む場合 を C

。 N ， 種子 費 を含 まない （自給す る ）場合

を C
。
とお く． また（3）式の 利 益式で 総費用 （円 ！個）CmTを Cmbh（m ＝ 4．5

，
6

，
7

，
　b ＝ 1

，
2

，
　h

＝ 1
，
2）とお く． こ の と き総費用 Cmbhに つ い て ，購入 す る年 に購 入す る種子 の 晶種が b

、 （あ

る い は b 、 ）の と き下 付 き文字b に数値 1 （あ る い は 数値 2） を与 え， さ ら に下付 き文字 h

は
， 総費用 に種子 費を含む場合 は数値 1 を与 え ， 種子 費 を含 まない 場合 は 数値 2 を与える ．

こ の と き（3）式の 利益式に 対 し ， 以下 で 生産計画期間 T が 10．5 年の 場合に つ い て ， 第 K 案

に よる利益 R
。
が最 大 に な る 条件 を導 き出す．

　 以下 で ， 第2案 の 場合 に つ い て
， 利益 R ， を（6）式 に示す ．

　 R2 ＝ ［α 4．fip4．5｛［S→P】（i， 3．5）＋ …＋ ［S→P ］（i， 10．5）｝× ［P→M 】（i，10．5）

　　　 ＋ α6p6 ｛【S → P｝（i，　4．5）＋…
＋ ［S → Pl（i， 10．5）｝× ［P → M1 （i，10．5）

　　　 ＋ α 7p7｛［S → P｝（i，
5．5）＋ …＋ 【S → Pl （i， 10．5）｝× ［P → M ］（i，10．5）

　　　 − C
，．sb，p，．，｛1＋［S → P］（i， 3）＋ ［S→ P｝（i，

　6）】× ［P → M ］（i， 10．5）

　　　 − C4，sb2p4．s ｛［S→ P］（i，
1）＋ ［S→ P］（i，2）＋ ［S→ P1（i，4）＋ ［S→ P 】（i，

5）

　　　 ＋ ［S→P］（i，7）｝× ［P → M ］（i，10．5）一　C6，，p6　（　1＋ 【S→P】（i，
3）

　　　 ＋ ［S → P］（i，　6）｝×［P → M1 （i， 10．5）− C6b2p6｛［S → P1（i，1）＋【S → P ］（i，2）

　　　 ＋ ［S → P 】（i，
4）＋ ［S → P ］（i， 5）｝× ［P → M ］（i， 10．5）− C

，，，p7｛1＋ ［S → P】（i，　3）｝

　　　 × ［P → M1 （i，10．5 ）− C7b2p7｛［S → P ｝（i， 1）＋ 「S → Pl（i，2 ）＋ ［S → P ］（i，
4 ）

　　　 ＋ ［S → P1 （i， 5）｝× ［P → M ｝（i， 10．5）1x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （6）

　第 1案 ，第 3案，第4案 に つ い て も， 同様に して 示す こ とが で きる ．

　 は じめ に bl （ある い は b
、）品種 の 種子 を 3 年 に 1 回購 入す る と し， 他 方 出荷価 格 α

、，
α

，

が お の お の 2
，
000 （円／個），

2
，
500 （円／個））の 場合 とする ． こ の と き表 1，表 3 の 数値 を

適用 し
， 棚面積 SK と利益 RK の 関係 を図 6（a ）に

， 品種 b
、，
　b

、
に 対 し

， 四角形 の 頂点 A
、

〜頂

点 A
、
お よび頂 点 B 、

〜
頂点 B 、 で 示す ．次 に 購入 品種 b

、 （あ る い は b
、）に 対 し，出荷価格 α

、

， α， を外生変数 と し，
こ れ ら 2 つ の 変 数 に関 して 利益 R 。 が 最 大 に なる条件 につ い て ， 4 つ

の 案 に よ る 利益 を比較 す る こ と に よ り求め
， 表 1

， 表 3の 数値 を適用 した 場合 を図 6（b）の

α 、
一

α ，平面上の 領rk　E ，．
で 示す．図 6（b）に つ い て

， 実線お よ び破線で 示 した 2 つ の 領域の
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境界線は 優劣分岐線 を表 し， 表 5 に示す ． こ の と きこ の 平面上 の 領域 E
．，

は
， 品種b

、，
　b

、
に

対 し個別 に 導 き出 した α
、
一α

， 平面の 領域 EKb
、 ，

E
。 、 、

の 共通 領域（Erm， ∩ EKb2）を表す． こ の

と き出荷価格 α
，，

α
，
に 対 し点（α ，，

α
，）が 領域 EK

、
に ある と き， こ の 領域 内で 晶種b 、，

b、
の 種子

費 （あ るい は種子費　C 、が 0 ≦ C。、 ≦ 130 ）に対 し，常 に 第 K 案が 経済性 の 面で 最有利 とな

る こ と を示す ．

4 ． 5　種子 の 購 入間隔 と案の 優劣

　生 産計 画期 間中の 生 産 は ，4．4 と同 様に種子 の 自給 ある い は 外部か らの 種子 の 購 入に よ

り行 うとする ． こ こ で は 生産計画期 間中 に購 入す る 種子 の 品種 を b
、
とす る と き， 種子 の 購

入間隔 n に 対 し第 K 案が 最有利 となる条件 を，4 つ の 案を比 較す る こ とに よ り導 き出す．

　生 産計 画期 間 T は 4．4 と同 じ 10．5 年 C 一
定） とし ， 種子の 購入 間隔 n は

， 3年 と 6 年 の

2 つ の 場合 とす る ．種 子の 購入 間 隔 n を 3 （年） とす る 場合 の 利益 RK は
，
4．4 と同様 に し

て 定め る こ とが で きる ．以 下 で （3 ）式の 利益式 に 対 し，種予の 購入 間 隔 を 6 （年） と し ，

こ の と き第 2 案に よる利益 R 、 を（7）式 に示す。（7）式で
， 総費用 Cmbh （円／個） の 下 付 き文

字b は 購入品種b が b、
で ある こ と対 し ， 数値 1 を与 え た場合 を示す．

　R2　＝ ［a4．sp4s ｛［S→P1 （i， 3．5）＋
…

＋ ［S → P ］（i，
10．5）1× ［P → M1 （i， 10，5）

　　　＋ α 6p6 ｛［S → P ］（i， 4、5）＋
…

＋ ［S→ P］（i，　10．5）｝X ［P → M 】（i，10．5）

　　　 ＋ α 7p7 ｛［S → P ］（i， 5．5）＋ …＋ ［S → P ］（i，
10．5）｝× ［P → M ］（i， 10．5）

　　　− C4
． 1p4sll ÷ ［S → P ］（i，

　6）｝× ［P −・ M1 （i，　10．5）

　　　− C4512P45｛［S→ P 】（i， 1）＋ …＋ ［S→P1（i， 5 ）＋ ［S → P 】（i， 7）｝

　　　 × ［P → M ｝〔i， 10．5）− C6
，1　p6　（　1＋ ［S → P］（i， 6＞｝x ［P → M ］（i，10．5）

　　　− C6i2p6｛【S → P亅（i， 1）＋
…

＋ 「S→ P］（i， 5）｝× 【P → M ］（i， 10，5）

　　　 − C，uP7 ［S→ P1（i，　3）× 【P → M ］（i， 10．5 ）

　　　 − C7i2pT（［S → P 】（i， 1）＋ …＋ ［S → P ］（i，
5）｝× ［P → M ］（i，　le．5））1x　　　　　　　　　　（7）

　4．4 と同様 に して
， 種子 の 購 入 間隔 n が 3 あ る い は 6 の 場 合 を，第 K 案 に つ い て 出 荷価

格 α ，，α ，が お の お の 2，000 （円 ／個 ），2，500 （円 ／個 ）の 場合 の 利益 R 。 を求め
， 棚面 積 SK

と利益 RK の 関係 につ い て ， 表 1， 表 3 の 数値 を適用 し， 図 6（c）に 四 角形 の 頂 点 Al〜頂点

A 、 お よび頂 点 Bl 〜頂点 B
、
で 示 す． さ らに 出荷価格 α

、，
α

，
を外生 変数と し，利益 RK が 最 大

に な る 条件を図 6（d）の α
，

一
α

，平面に 示す．図 6（d）の 境界線 は優劣分 岐線を表 し表 5 に ・∫ミ

す ．図 6（d）の 領域 EKn は，種子 の 購 入 間隔 n が 3 （年 ）お よ び 6（年 ） に対 し，お の お の 個

別 に 導 き出 した α
，

一
α ，平 面 上 の 領域 EK、，　EK 、

の 共 通 領域（E ． ∩ EK 、）を表す ． こ の と き出荷

価格 α 、，α
， に対 し点（α、， a ，）が 領域 EKnに ある と き，

こ の 領域 内で 品種 b
、
の 購 入 聞隔 n の 値
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が 3 ≦ n ≦ 6 の 値 に 対 し
， 常 に 第K 案が経済性の 面 で 最有利 となる こ とを示す．

4．6 領 域 EK

　4．4 ， 45 の 検討で 得 られ た結果 を もと に ， b1ある い は b
、 品種の 種子 を購 入聞隔 n で 購 入

す る こ とに 対 し， 経済性 に 関 して
， 常 に第 K 案が 最有利 となる条件 を導き出 す．

　い まb
、
あ るい は b

、 品種の 種子 の 購 入 間隔 n が 3 ≦ n ≦ 6 の 値 に 対 し
， 常 に 第 K 案が収益

性 の 面 で 最有利 と なる 条件 を領域 E 。
で 示す。 こ の と き領域 EKは， 4．4，4．5 よ り，

E
。

＝ E
。、

∩ E ，．，で 与 え られ る ．表 1，表 3 の 数値 を適 用 した場 合の 領 域 EK を図 6（e ）に 示 し ， 図 6（e ）

の 境界線 を表 5 に示す． い ま出荷価 格 α 、 ，
α ， が α

，
　＝ 　2

，
000

，
α ，

＝ 3
，
000 の と き，出荷価格 α

、 ，

α
，
を座標 とす る 点 A （2 ，

000
，
3

，
000）を図 6（e）の α、

− a ， 平面 に打点 する ． こ の とき点A は A

∈ E
、
よ り，b

、
あ る い は b

、
品 種 （種子 費 C

，
が 0 ≦ C

，
≦ 130 の 範 囲の 値で ）の 購入 間隔 n が

3 ≦ 11 ≦ 6 の 値 に対 し ， 生産計画 は 6号 と 7 号 に仕上 げて 出荷 す る と き利 益 が 最 大 に な る

こ とが わ か る．
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管理 会計学 第 4 巻第 1号

表 5 境界線

5． お わ りに

　温室で 生産す る鉢花の 生産計画 問題 を，富山県内の 参考農家で 生産 してい る君子蘭の 場

合 に つ い て
， 経済性 の 面か ら優劣分岐分析 に よ り検討 した ．検 討 にあた り，

こ の 鉢花の 生

育上 の 問題点 と して 歩留 ま り率 τ と 開花率 を考慮 した． さ らに 生 産計 画期 間 は有限 と し
，

こ の 期 間 に毎年
一

定の 棚面積 を使用 し ， 開花率 に対 し仕上 げ鉢 の 大 きさを4．5号 ， 6 号お よ

び 7 号 と し
， 毎年等量つ つ 生 産 し出荷す る と した ．検討 は

，
は じめ に 開花率 を考慮 し2 つ

の 案を設定 し，種子 の 供給 に関 して 4 つ の 方策を設 定 し， こ れ らの 方策に対す る案の 優劣

を， 種子 費C ，
と 7号鉢仕上 げの 出荷価格 α， に関す る 優i劣分岐線で 示 した．次 に ， 外部か ら

生 産す る品種 を採 り入 れ る に あた り，
こ れ らの 品種の 歩 留 ま り率 τ が 不確 実の と き， 苗 の

購入 を 1 つ の 方策 と した と き ，
こ の 方 策 に対 し ， 種 子 を購 入 する 方 策が経 済性 の 面 で よ り

有利 と な る条件に つ い て 検討 した ．検討 は ，2 つ の 方策 で 相違が 出る費用 に着 目 し，結果

は案に よる利益が ，2 つ の 方策で 等 し くなる と きの 歩留 まり率 τ の 値 お よび歩留 ま り率 τ と

苗費 CNに関 す る優劣分 岐線 を導 き出 した．最 後に ， 4 つ の 案 に対 し ， 生 産す る 品種 と種子

の 購入 間隔 に関 して
， （a ）種子の 購入 間隔 を定め

， 生産 品種 に対す る案別の 利益 と案の 優劣 ，

（b）生 産す る品種を定め
， 種子 の 購 入 間隔 を 3年あ る い は 6 年 とす る場合 の 種子 の 購 入 間隔

に対 す る 案 別の 利益 と案 の 優劣 の
，

こ れ ら 2 つ の 場合 に つ い て経済性 の 面か ら検討 した．

結果 は（a ）， （b）に つ い て
， 第 K 案 が収経済性 に 関 して 最有利 とな る 条件 を出荷価格 α ，，α ， に

関す る α
，

一
α ，平面 に 領域 EKb ある い は領域 EK

、
で 示 した後 ， さら に領域 EK を導 き出 した．

　君子蘭の 生産上 の 問題 点 を考慮 した鉢花の 生 産計画問題 を検討す る こ とで ， よ り
一

般的

な鉢花 生 産 に関す る生 産計 画問題 を検討す る こ とが で き，
こ の こ とか ら他の 鉢花 （例えば

シ ャ コ （葉）サ ボ テ ン ， シ ク ラ メ ン 等）の 生 産上 の 問題点 を考慮 した生 産計画問題の 検討

に も応用 で きる と考 える ．
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      A  Study  on  Production  Pranning  of

C. miniate  Regel  from  Economic  Viewpoints

Yoshihiro Maruyama*

Abstract

  The production planning  problem  of  pot flowers in a  greenhouse  was  examined

concerning  profitability by  break-even  analysis.  The  present  model  study  was

made  on  production ofC.  miniate  Regel in a  definite period, Considering the  rate  of

fiowering, several  alternative  plans were  tested  using  various  sizes  of  finishing pot
ranging  frorp No.4.5 to No.7. Evaluation of  these pians were  made  according  to the

fo11owing three items for seed  supply:(1)  way  to supply  the  seed,  (2) way  to secure

the seedling,  (3) the purchase  price  hnd purchase  interval for the seed.  The

results  were  expressed  in a  chart  aecording  to the  location of  respective  items.

Regarding  the  first point, (1) seeds  cost  (Cs) and  the shipment  price (a,) were  deter-

mined  taking into account  the standard  rate  of  interest. The second  point (2), the

yield rate  (T) and  the seedling  eost  (CN) were  presented  paying  attension  to respec-

tive costs  diffbring among  those  p]ans,

  The  last point (3), the prices of  shipment,  a,  and  a,  were  estimated.  From  these

results,  it was  assumed  that  the values  for the  yie}d, the  rate  of  flowering and  the

shipment  price obtained  from the present study  might  be applicable  to production

planning  for other  kinds of  pot flower,

                            Key  Words
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